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ABSTRACT 　The 　 present 　 paper 　 is　 a 　 repor し of 　 the 　 vert 董cal 　 distrlbution 　 of 　 freshwater

planaria 皿 s　 in　 the 　 Saku 　 Basin （the 　basin 　 of 　 the 　 upper 　 part　 of 　the 　 Chikunla　 River） and

its　adjacent 　 mountainous 　 districts　 in　the 　eastern 　 part　 of 　the 　 Chabu 　 Region 　 in　 Honshti ．
The 　 surveys 　 in　 mos し of 　 the 　sヒations 　 were 　 made 　 from　 spring 　 to　 autumn 　 of 　 1971 ，1972

and ユ973 ．
正n 　the 　area 　surveyed ，　 three 　species 　of　freshwater　planarlans 　were 　found ： Dugesia ゴ〔z−

ponica　 Ichikawa 　 et 　 Kawakatsu ，　 P血agocata 　vivida 　（ljima 　et 　 Kaburaki ）　and 　Polycetis

azariculata 　Ijlma　 et　Kab ロ rak 己． 0 ．；

’
aponica 　 was 　common 　 in　the　s七atjons 　below 　the　a 皇ti・

tudes 　 of 　 about 　 1500 　 meters ．　 Ph ．　 vivida 　 was 　 most 　 common 　 in　 the 　 cold ・water 　 stations

within 　 a ｝titudes 　 from 　 abou し 920 し02400 　 meters ．　 Pot．　 aurictttata 　 was 　 common 　 in　 the

cold −water 　 s しations 　 wlthin 　 altitudes 　 frQm 　 about 　 1100 　 tQ 　 2  50　 meters ．　 The 　 inhabitable

water 　 temperature 　 range 　 of 　 these 　 species 　 was 　 as 　 follows ： D ．1
’
aponica ，2．0〜18．94C ，

（includiIlg　data　obtalned 　in　winter ）； Ph．　vivida ，4，0〜 18，9DC ； Pot，　auricnttata ，7．6〜18，6℃ ，

The 　 type 　 of 　 the 　 vertical 　 distribution 　 in　the 　 area 　 surveyed 　 is　 shown 　 as 　J−JV−JAV −・AV −

V （the ゴaponica
・t・iv・ida−auricutata 　area ）． （Zool．　Mag ．83 ’ 225 − 230 ，1974 ）

　佐久盆 地 （佐 久 平） は T一曲川 の 最 上 流部に 開け た

標高 600〜800m の 盆 地 で ，東側 を 浅 問 山 （2542

m ）〜碓 氷峠 （956　m ）〜荒船 山 （1423m ）〜 三 国 山

（1828m ）〜 甲武信 ヶ 岳 （2489m ） に ． 西 南側 を 蓼

科山 （2530m ）〜八 ヶ 岳連峰 （最高峯赤岳 は 2899

m ）〜金峯山 （2595m ）〜国師 ヶ 岳 （2592　m ） に 囲 ま

れ て い る。ま た，八 ヶ 岳連 峯の 裾野 は 広大 な高原 を

形 成 し て お り，特 に そ の 西 南側 は 蓼科高原 ・霧 ヶ 峯

高原が発達 して 諏訪平 に 連 っ て い る。本稿 で 取扱 か

う範囲 は 佐久盆地 と そ の 近接 山 地 （千曲川水系）・

1） 新村 に 対 す る 長野県学校科学教 育奨励金 （昭和

　　48 年度） の
一

部を 使 用 し た 。
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霧 ヶ 峯 の
一

部 （天竜川水系）・八 ヶ 岳南斜面 と 甲武

信 ヶ の 岳 東 南斜面 （富 士 川水系）・碓 氷 峠 の 東斜面

源流部 （利根川水系） で
’
あ る 。

　 佐 久盆地周 辺 地 域 の 淡 水 棲 三 岐 腸 類 （プ ラ ナ リ

ア ） の 分布生態 に 関 して は ，八 ヶ 岳連峯・蓼科高 原 ・

霧 ヶ 峯高原 （奥川 ・川勝， ユ956）， 善光寺平 ・志賀

高原 ・美 ヶ 原高原 ・霧 ヶ 峯高原 （川勝 。村 山 ・新村，

1971 ；新村，1973； 新村 ・村山，1972）の 他．南ア

ル プ ス 赤石 岳 ・南駒 ヶ 岳付近 （原，　1968，1969，1970）
と群馬県 の 分 布 （片 山，1972） の 概略 が 報告 さ れ て

お り．ま た 断片的な 資料 も 2〜3 発表 され て い る 。

こ れ ら の 論文 に よ っ て，当地 方に 広 く分布す る 普通

種 は ナ ミ ウ ズ ム シ DugesiaiaPonica　Ichikawa 　et
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Kawakatsu ，1964． ミ ヤ マ ウ ズ ム シ Phagocata

vivida （Jjima 　 et 　Kaburaki ．ユ916）．カ ズ メ ウ ズ ム

シ Pvtycelis　 auricatata 　Ijima 　et 　Kaburaki ，ユ916

の 3 種 で ，コガ タ ウ ズ ム シ Phagocata 　 kawaleatsui
Okugawa ， ユ956 　と イ ズ ミ オ オ ウ ズ ム シ 　BdeUo ’

cel ｝hata　 brunnea 　 Ijima 　et 　Kaburaki ， 1916　力宝散

発的 に 出 現す る こ とが 判明 し て い る。

　本 稿は 川勝 が 主 宰す る
“
口本列島の 淡 水 棲 三 岐 腸

類 の 分布生態調査
”

の 一環 と して ．未調 査 地 域 で あ

る 佐 久盆地
一

帯 を 新村 と堀越 と が 数年来 調査 し て き

た 結果 を ま とめ た もの で ，記述 は 川勝 が 担 当 し た 。

な お ，厩報 の 調査地 域 と多少重複す る点 もあ る が，

騫 ヶ 峯高原 と八 ヶ 岳山麓部の データ も本稿 に 加 え た
。

調査地域及び方法

　 担当 し た 調査地域 は 次 の 通 りで あ る。新村 ： 千 曲

川水系 上 流部 の 右岸 の 支 流 （湯 川 ・香坂 川 ・志 賀

川 ・滑津川 。雨 川 ・抜 井 川 ・相木川 ； 1972年 5 月 と

9 月 と ll 月）．左岸の 支流 （大門川 ・鹿曲川 ・布施

JII・大石 川 ・大月川 ； 1972 年 4 月， 7 月． 8 月． 9

月，11 月 と 1973 年 1 月），千 曲川水系 の 源流部 （黒

沢川 ・金峯 」U川他 ヨ 1972 年 8 月 と 9 月），霧 ヶ 峯高

原 （天竜川水系 ； 1972 年 8月），八 ヶ 岳南斜面 （富

士 川水系荒 川上流部 の 須玉川 ； 1972 年 8 月），碓氷

峠 東斜面 （利根川 水系 の 碓 氷川 と 馬坂川 ； 1971 年

ll 月 と 1972 年 9 月）。堀越 ： 甲武信 ヶ 岳 の 東南斜

面 〔富 i 川水系笛吹川上 流部 の 西 沢川 ； ユ9？3 年 8

月 ）。

　上 記 の 地域 に お け る全 調査地点数は 新村 が 186 地

点 ，堀越 が 49地点 で ， それ らの うち プ ラ ナ リ ア 類

が 得られ た の は 153 地点 で あ っ た。調査方法 は 川勝

く1955 ， 1966） に 従 っ た。

調　査　結　果

　 今 回 の 調査 で 採集 さ れ た 種 は 加 g 召 5瓰 扣 ρ0 厩 σ ，

∫
）hagocata 　 vivida ，　 Polycetis　 auriculata の 3 種

類 で あ っ
た

。 調査地域別 の デ ータ は 表 1 に ，分布図

・は 図 1 に 示 した
。

　 A ．千 曲川 水 系

　佐久盆地 は 千曲川 水 系 の 上 流
〜

源流部 に あ た り．

多数 の 支流 が 分岐 して い る 。 整理 の 都台上，右岸地

域
・左岸地域 ・源流部の 3地 域 に 分 け て 記述す る 。

　 a ・上 流部右岸地域 （st ．1〜st ．51）

　湯 JII　・　香 坂 丿f1　．　志 賀Jll　嚠　滑 津Jll　。　而 丿ll　，　抜 丿VJ「t　●

相木川 を調査 した。い ず れ も長野 ・群馬 の 県境 を 南

北 に 走 る 三 国山脈 ・関東山脈 の 山嶺か ら発源 して 南

流す る 小規模 の 河川 で ，小諸市 か ら小海町 ま で の 間

で 千曲川本 流に 注 ぐもの で あ る。

　 こ れ らの 各支 流沿 い の 小 流や 源泉に は プ ラ ナ リ ア

類 が 普通 に 棲息 し て い る 。 計 51地 点 の うち で ， D ．

）

’
aPonica は 39 地 点 （標 高 700〜1330　m ，水 温 7・5
〜17・9°C ） に ． Ph ．　 vivida は 17 地点 （920〜1500

m ，7．8〜17．9°C） に 出現 し た
。 後 種 は 主 に 各支流 の

中流か ら源流部 に か け て 分布 して い る。

　 b ・上流部左岸地域 （st 、52〜st ．94）

　 大 門峠 〜蓼科山〜八 ヶ 岳連峯 の 東北斜面 を 流下 し．

上 田 市 か ら海 ノ ロ 温泉付近 ま で の 千 曲川本流 に 注 ぐ

支流 の デー
タ を こ の 項 に ま とめ た。大門川 の 下流部

は 依 田 川 で ．鹿曲川 と共 に 大 き い 支 流 で あ る。

　 計 43地点 か ら ブ ラ ナ リ ア 類 が 得 られ た。 D ．ゴo −

ponica は 15 地点 （730〜i200m ，2，0〜185 °C） に ．
Ph ．vivida は 25 地点 （1  20〜2020　m ，4．0〜15．8°C）

に ，Pol・au 「icutata は 3地 点 （1430 〜1560 　m ，　 g．2
〜15．8°C） に 出現 した

。 当地 域 で は，D ．）

’
aPoniea

の 棲息地は 比較的 少な く， Ph．　wivida が 広 く分布

して い る 。
Pot ．　 auriculata は 池 ノ 平牧場付近 か ら

だ け 得られ た。な お ，松 原潮〜稲 子湯〜白駒 池 の 登

山道 の 分布 は 前報 （奥川 ・川勝，1956） で も述 べ た ．

　 e，　源溜L部 　（st ．　95〜st ，　113）

　于 曲 川 の 源流部 と し て ，黒沢川 と金峯山〜国師 ヶ

岳 ty甲武信 ヶ 岳〜三 因 山 の 斜面 を 流下す る 金峯 山 川

他 の 支流の デー
タ を こ の 項 に ま とめ た

． 信州峠 か ら

流下 して ロ
ーム 層 の 農耕地 を 流れ る 黒沢川 を 除 い て ．

こ れ ら 源流部 の 支流は 標高差が大 き く急流 で あ る。

計 19地点 か ら ブ ラ ナ リ ア 類 が 得られ た
。

D ．1
’
a −

Ponica は 黒沢川 の 4地点 （1270 〜 1430　m ，9．7〜

11・0°C） に ，Ph ・vivida は 金 峯 山 川 と 三 国 山 の 沢

の 14 地点 （1400〜2370m ，4，2〜ll．5°C ） に ，　 pol ．
auricutata は 5地 点 （140  〜2050　m ，7．6〜10．5°C＞
に 出現 した 。

　追加 。 武藤健
一

氏 （口 本獣医大学生） の 私信 に よ

る と．197   年夏 に 金峯 山 川 と梓 川 と 甲武信 ヶ 岳の 谷

（千曲川 の 最源流部）を 調査 した 結果 ，金 峯山川 の

川端下 （1350　m ）及 び 梓 川 下流部 ま で D ．扣 加 π ’‘ E

が分布 し， それ よ りも 上 流部 に は 　Ph ．　 vivida と

Pot．　 auricuiata が分 布し．最源流部 は Ph ・vivida

で あ っ た。同氏採集 の 標本 の 一
部は 川勝 が 同定 した

。

こ の デ ー
タ は 本稿 で 述 べ た 著者 らの デー

タ と ほ ぼ 一

致す る。

　B ． 天 竜川水 系 （st．114〜st ．126）

N 工工
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Table  1. Thedata  of  153 stations  in the  Saku  Basin

   mountainous  districts (1971-1973)".anditsadiacent
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J: DugesiajaPonica  Ichikawa  et  Kawakatsu;  V:  Phagocata  vivida  (Ijima et Kaburaki);
A:  Petycelis auriculata  Ijima  et Kaburaki.  +:  few;  ++:  media};  +++:  mhny.  riv,:

river;  br,: brook er  brooklet; spr,:  spring.

The  survey  of  the  statiens  was  made  in the  follewing  seasons.  November,  1971 (sts. 142
N144)iApril,  1972  (sts, 75--87);May,  1972 (sts. 1--30);  July, 1972  (sts. 31N42;  sts.  52N
64;sts.  69--74);  August, 1972  (st, 94;sts.  99--108;  sts.  114--132);  September, 1972 (sts.
95--.98; sts.  109--113;  sts.  145N153);  November,  1972 (sts. 43--51;  sts.  88--93);  January,
1973 (sts. 65---68); August, 1973 (sts. 133by141).
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　霧 ヶ 峯高 原 か ら諏訪 湖 に 流入 す る 砥 川 と上川 だ け

を 調査 した が ， プ ラ ナ リア 類 が 得 られ た 13地点 の、

うち で ． D ．知 加 π磁 は 下流部 の 1 地点 （990　m ，
ユ6・5°C） だ け に 出現 した 。 Ph．　 vivida は 12 地 点

（1150〜1730m 、　8．9〜18、9°C）　1こ ，　Po ∬．　auricutata

は 4 地点 （1200〜1620m ，9．6〜18．6°C） に 出 現 し

た 。な お ，当地域 の 分布 は 前報 （川勝 ・村 山 ・新村．
］971＞ で 述べ た が， Pol．　auriculata の 棲 息確認は

新 しい 記録 で あ る 。

　C ．富 士 川 水 系 （sL 　 127〜s し 141）

　本水系 の 上 流 部釜無 川 の 支流 で あ る須 玉 川 は 八 ヶ

岳 の 南斜面 を流下す る 浅 い 谷で ，笛吹川 の 支流 で あ

る西沢川 は 甲武信 ヶ 岳の 東南斜面 を 流下す る 急峻な

谷 で あ る。 計 15 地 点 の うち で ，刀 ．知 加 耽 α は 7

地点 （1290〜1500m ，13．2〜17．7℃ ）に ．　Ph ．　vivida

は 8 地点 （1360・v1560 　m ，　 IO，0〜16．8°C ） に ，　 Pol ．

auricutata は 西 沢川 の 4 地点 （1300〜ユ36   m
，
12．1

〜16，1°C） に 出現 し た 。 な お．西 沢川本流中 に は ，
プ ラ ナ リ ア 類は ほ とん ど出現 しな か っ た 。

　八 ヶ 岳 の 美 ノ森山 の 湧泉流 か ら 記録 され て い る ヤ

ツ ガ ダ ケ イ ズ ミ ウ ズ ム シ SPhaiioptana　 sp ．（lchi・

kawa 　 et 　Kawakatsu ，1967）は ，そ の 棲息地 を 調

査 し た が 採集 で ぎな か っ た 。

　追加 。武藤 健一氏 の 資 料 に よ る と，雁 坂 峠 ・笠取

山 ・雲取 山 ・国 師 ヶ 岳
・西 谷 山 の 谷 （笛 吹 川 上 流

部） で ，そ れ ぞれ D ．iaPenicaは 標 高 640〜1400

rn
，
　 Ph ，　 vivida は 1100 −・2400　m ，　 Pot．　 auricuiata

は 1100〜1810m の 範囲 か ら 採集され た （私信）。

ま たg 赤間 日 吉氏 の 資料 （日本 大学農獣医学部動植

物研究 会報． 14 号．大菩薩嶺生物総合 調査報告，
ユ969 ； 謄写刷） に よ る と，笛吹川 ・多摩川 ・相模川

の 源 流部 に 位置す る大菩 薩 嶺 （2057m ）南斜面 か ら

1）．　joPonica と Ph ．　 vivida が 記録 され て い る （日

川 上 流 の 姫 ノ 井，長兵 衛小尾 ・大菩薩館付近 ；　 1450

〜1550m ）。標 本 は 川勝 が 同定 し た。

　D ．利根川水 系 （st ．142〜st ．153）

　本水 系 の うち で ，碓氷峠 （956m ）と田 口 峠 （1157

m ） の 東斜 面 を 流下す る碓氷川 と馬坂川 の 上 流部だ

け を 調査 した 。
プ ラ ナ リ ア 類 が 棲息 して い た 12 地

点 の う ち で ， 030 加 η f‘α は ll地点 （450〜1040
m ，5．2〜17，6pC） ｝こ ．　 Ph ．　 vivida は 源 流 部 の 1地

点 （920m ，10．2°C）に 出現 した。

　追 加 。群 馬 県 の 利 根 川 水 系 上 流 部の 調査 （片 ［［［
，

1972） と 同 氏 の 追 加 資料 に よ る と，神 流川 。鏑川 で

は OJ αρoη’‘σ が 標高 600〜1200m の 範囲 に ，
Ph．　 vivida が 830　m 以上 の 範囲 に 分布 し て い る 。

ま た，山 田 達也博 士 か ら奥秩 父 付近 （荒川） は 谷 が

浅 く， D ・jaPonicaは 広 く分布 し て い る が ，　 Ph・

vivida は 稀 で あ る との 私信 を 得 た。

考 察

　本稿 で は 于 曲川 水 系 の 上 〜源流部で あ る 佐久盆 地

を中心 とす る 地 域 の 分布を 取扱 か っ た 。本調査 の 結

果 と断片的な資料 を 地 域全体 と し て ま とめ み る と，

出現 した 3種 の プ ラ ナ 1」ア 類 の 垂 直分布範囲 と，主

に 夏期 の 調査 に よ る棲 息水 温範 囲は 次 の 通 りで あ っ

た 。Dugesia 　J
’
aPonica ：450〜 1500　m ，2，0〜18．5°C ；

Phago 〔rata 　vivida ：　920〜 2400　rn，　4．0 〜 18．9°C ；

Polycelis 　 auricugata ： llOO 〜2050　m ，7．6〜18 ．5°C ．

D ・iaPonicaは 主 に 下
〜

中流域 で 広範 な 分布 を 示 し

た 。既報 の デー
タ （川 勝 ・村 山 ・新村，1971； 新村．

1973 ； 新村 ・村山，1972）か ら も明 ら か な よ うに ，

本 種 は
＝

「曲川 流域 の 平坦部か ら標高ほ ぼ 1300m 付

近 ま で 普通 に 出現す る。源 流部 の 黒 沢川 と八 ヶ 岳南

斜 面 の 須 玉 川 で は 標高 1430〜1500m の 地点 に も棲

息 が 認 め られ た が ，い ず れ も 流 れ の 緩 か な 河 川 で あ

る 。 Ph ．　 vivida は ，当 地 域 で は 最 優 占 種 で あ り，

棲 息地 も個体数も多 く，中〜上 流域 に 広 く分布 し て

い る の が 認 め られ た。 Pot ．　 auriculata 　 lま前種 と 同

様 中〜上 流域 に 分布 して い る が，棲息水 温範囲 もや

や幅 が せ まく．ま た い ず れ の 支流 に お い て も最源 流

部 に は 出現 しな か っ た。

　 Kawakatsu （1965 ，
1967） は プ ラ ナ リ ア 類 5 種

の 分布域 の 差異 に よ っ て 日本列島 を 5 地域 に 区分 し，

地 域 ご と に 輩直分布型 が 異な っ て い る こ と を 指摘 し

た。更 に ，そ の 後 の 資料 に 基 づ い て ．極東地 域 全 体

を 9 地域 に 区分 し，乗直分布 の 問題 に つ い て 新 し い

考 察 を 加 え た 〔Kawakatsu ，1970，1974，他）。 本

州 の 中部地方以北青森県 の 北部 を 除 く地域は
“the

jaPonica− vivida − auriculata 　 area
”

で，更に 中

部地 方 と 関東 ・東北 地方 は Ph 、　 vivida と　Pot．
auriculata の 分布域 の 差異 に よ っ て 2 亜 区 に 区分

され る。そ れ ぞ れ の 亜区 に お け る 模式的な垂直分布

型は ，下 流か ら 上 流 に 向 っ て ， J−JV −JAV −AV −・V

（中部）及 び J−JV −JVA −VA −A （関東〜東北）で あ

る。こ れ ら の 差 異 が 見 られ る の は 種 の 棲息水 温範囲

と，大陸 か ら 日本 列島 へ の 原 種 の 移住径路 の 差異に

よ る もの と 考 え ら れ る （上記論文 参照）。

　 本稿で 報告 した 佐 久盆地 とそ の 近接地域 の 垂直分

布型 は J・−JV −JAV −AV −V の よ うに 示 され， 中部

亜 区 に属す る 。 ま た，既 報 の デ ー
タ か ら上高地 渓谷，

N 工工
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善光寺平 ，八 ヶ 岳 と蓼科高原，中央〜南 ア ル プ ス 地

域 群馬県中 〜 南部も こ の 亜 区に 含 まれ る e 他方，
R 光国立公園地 域 の 垂 直分布型は 関東〜東北 亜 区 に

属す る 。 本稿 に 続 い て 三 国 山 脈．関東山脈 の 中〜南

部，甲府盆地 の 分布調査を進 め て い る の で ，両 亜 区

の 境界線 の 問題 に つ い て 改 め て 考 察を加え た い 。上

記 の 亜 区 に お け る 垂直分布型 の 差 異 に 関 係 す る 諸要

困 の 解 析は 別 報 （Kawakatsu ，1974） で 詳述 し た 。

　参考地 図 　国土 地 理 院発行　 20 万 分 ノ 1 地勢図

長 野 ・甲 府 ； 同 図幅 に 含 まれ る 5 万分 ノ 1 地形図 。

長野県発行　20 万分 ノ ユ河川図。
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